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ここを変えたい三重県！

【職歴】八千代工業㈱／いなべ市役所／四日市大学／学習塾経営／自治体・企業研修講師／
大学・専門学校非常勤講師／スクールカウンセラー／元ランナー／駅伝監督
【資格・活動歴】保健体育教員免許／大型二種・大型二輪免許／衛生工学衛生管理者／
危険物取扱者（乙類第4種）／防災士／健康づくり関連資格多数／ボランティア・NPO活動歴22年

【学歴】四日市市立羽津中学校／三重県立四日市高校／
順天堂大学体育学部健康学科（障害児教育ゼミ）／
三重大学大学院人文社会科学研究科修士修了／
日本福祉大学中央福祉専門学校言語聴覚士科 在学中
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まずは減税！！！全国初の県民税・自動車税減税で、県民の手元にお金を残し、三重の
経済を活性化。名古屋のように減税で人口増と税収増を目指します。
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【PFAS】水の安全性徹底調査
【ワクチン】健康被害者の救済

神聖な三重の地を守る！与野党と国に流される県政では守れない。
環境税の国・地方重複課税も見直すよう政府に働きかけます。
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29市町全力支援
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防災対策や生活支援、移住促進は地域ごとに異なります。子育て
支援から健康寿命の延伸まで、県民目線で全力で取り組みます。

事務事業評価公表

権力者に高額報酬は不要。知事報酬を2000万から800万に削減。浮いた
1200万を毎年、県民推薦の任意団体120団体に10万円ずつ補助します。

北川県政で始まった事務事業評価の公表を再開。
民間の改善術で痛みなく財源を生み出し、予算を増やします。

CBCの大石アナウンサーも徹底解説。県民の命を守るために、
事実を公表し、ここから出来ることに全力を尽くします。

選ぶ権利を守る 2022年、現職知事の「ワクチンシャワー」発言は、県民の自由と尊厳を軽視する
ものでした。私は、ワクチンのメリット・デメリットを正しく伝え、方向性は示しても
強制はしません。自由と自己決定権を守る県政を進めます。

日本一の低報酬知事に
節約した資金で団体を支援

私たちが支払う税金や社会保険料などの国民負担率は、55年前の24％から約50％へと
上昇し続けています。一方で、国民の平均給与はこの30年間ほとんど上がっていません。
さらに、急激な物価高が家計を圧迫しています。市場に資金が回らなければ経済は停滞
しますが、国はこの現状を放置していると言わざるを得ません。
与党・野党を問わず、大政党は選挙前に掲げた約束を守っていません。たとえば、参院選
前に大きく取り上げられたガソリン暫定税率の撤廃も、結局は形だけの合意案に終わっ
ています。衆議院・参議院ともに過半数割れとなったにもかかわらず、政治は動かず、
野党の大政党が与党に歩み寄っているのではないかという疑念さえ浮かびます。
かつて経済大国となった日本ですが、高度成長期以降、政治は国民を守る役割を果たし
ていないのではないでしょうか。バブル崩壊後も政治の混迷が続き、政治のリーダー層
に混乱が続いています。郵政民営化などの政策も、国民の利益に必ずしも結びついてい
ません。また、大規模な災害やパンデミックが私たちを襲い、政治判断の遅れにより多く
の生活困難者が生まれました。
戦後生まれの人がほとんどとなった今、情報をただ受け入れるのではなく、自らの目で確
かめ、話し合うことがこれまで以上に重要ではないでしょうか。もはや右翼・左翼の枠にこ
だわる時代ではありません。
日本の未来を守るのは政治家ではなく、私たち国民一人ひとりの行動です。

プロフィール：昭和45年1月17日生

県内主要駅に
ホームドアを設置
視覚障害者の安全確保と、
転落事故や自殺の防止に

努めます。

自然豊かな
三重県へ移住促進
都会に近く自然も豊かな

三重県。
移住を積極的に
支援します。

動植物との共生

動物はモノではありません。
地域の動物愛護活動を
尊重し、命を守る政策を

進めます。

安心安全な
食と地産地消推進
日本の発酵文化を守り、
安心で安全な日本食を

守ります。
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